
働きやすい職場に向けた業務改善の取組
～入浴改善から食事・排泄・余暇活動への展開～

2024年3月29日
社会医療法人社団陽正会

介護医療院みのり



１．施設の概要

⚫ 施設種別 :介護医療院

⚫ 施設名 ：介護医療院みのり

⚫ 所在地 ：広島県府中市元町43番地1

⚫ 開設年 ：令和3年12月1日

⚫ 定員数 ：82名

⚫ 理念/経営方針

○自宅のような快適な生活空間を提供し、看取りまで安心して過ごしていただける
医療・介護サービスの提供

○入所者の意思及び人格を尊重し、入所者の立場に立ったサービスの提供

○入所者の個人情報を守秘し、プライバシーを大切にしたサービスの提供

○入所者が、いつまでも地域社会とつながり、地域の方々がいつでも気軽に立ち寄れる場の提供
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１．これまでに行った取組

【目指すところ】

現場職員主体の入浴業務の改善活動を継続し、さらに展開する

【目的】

■伴走支援での取組終了後に残った課題

⚫入浴業務の工程について、優先順位をつけながら、ひとつひとつ改善していく

⚫職員の対話を深め、働きやすい職場は、自分たちでつくるという意識改革、人材育成を行う

⚫工程のなかで、どこにテクノロジーを導入するとよいのかについて検討し計画する

【期間】 6か月間（令和5年4月～9月）
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２．令和5年度の取組経緯・目的

● 令和3年度 独自で業務改善・人材育成の取組を開始

介護ICT導入(見守りセンサー・タブレット・携帯端末・バイタル連携機器）

夜勤業務の改善

● 令和4年度 業務アドバイザーによる伴走支援での取組（入浴業務の改善 初回）



（取組のながれ） （実施内容）

・改善取組チームをつくる

・取組のリーダー選出

・現状把握アンケート、ヒヤリング

・アンケートやヒヤリング結果に基づき対話

・実施テーマ、内容などの絞り込み・決定

改善活動の
準備

現場の課題を
見える化

実行計画を
立てる

改善活動に
取り組む

改善活動を
振り返る

実行計画を
練りなおす

手順
１

手順
６

手順
５

手順
４

手順
３

手順
２

P

D

C

A

・改善活動の段階的実施
・入浴業務工程の棚卸し（再）、テクノロジー活用の検討

・効果検証
・ミーティング実施（良かった点、今後改善する点）

・実行計画の見直し（うまくいかなかった点について）

３．令和5年度 ４月～９月の取組（全体像）
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入浴業務の改善（2回目）



手順１ 改善活動の準備
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⚫ プロジェクトチームをつくる（6名） 取組リーダー選出（3名）

■入浴業務についての課題感

⚫寝たきりや拘縮のある方の洗身介助に、時間や人手がかかる、と思っている人が多かった

⚫洗身や移乗介助中のケガや皮膚剥離への不安、褥瘡などの皮膚トラブルが多い

手順２ 課題の見える化

■決定した取組テーマ

洗身介助の改善

■目指すこと

⚫褥瘡や皮膚トラブルの予防

⚫洗身介助の時間と人手の削減、ケガなどのリスクに対する職員の不安軽減を図ること

⚫新たなテクノロジーの活用を検討すること

４．各手順ごとに行ったこと（具体的）



①6月5日 入浴介助装置(ピュアット)のデモ実施

ピュアットとは

⇒極微細気泡のバブルにより、こすり洗いやボディソープ不要で身体を洗浄出来る入浴介助装置

【目指すところ・効果】

⚫肌への負担、皮膚トラブル軽減

⚫介助時間の削減

⚫介助負担の軽減

②２週間（6月5日～19日）

デモ機を使用したシミュレーション実施

職員アンケートで効果検証 実導入に向けて検討する
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手順３ 実行計画をたてる
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■シミュレーション実施後のアンケート結果



Ｑ この装置について、洗浄効果ならびに肌への負担軽減の他に、通常の入浴とは異なる効果

を感じた点は？

⚫入浴業務の時間短縮ができた

⚫こすり洗いでケガをさせてしまうのでは、という不安が減った

⚫洗身時間が減った分、充分に皮膚観察ができるようになった

⚫入所者とのコミュニケーション時間が増えた

⚫装置を活用することで、ゆっくり湯船にはいってもらえる介助方法を検討していきたい

Ｑ 使用した入所者の声

⚫気持ちよかった

⚫普段浴槽につかる時間が短いので、ゆっくり入れてよかった
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■シミュレーション実施後のアンケート結果（職員の声）



（作成した入浴手順書）

9

手順４ 改善活動に取り組む

【導入後（７月１９日実導入）】

⚫導入翌日～９月末 入浴介助場面で実践し、職
員の気づきはホワイトボードで見える化し共有

⚫対話をとおして新たな工夫を行いブラッシュアップし
ていく

【導入前】

⚫ 洗身介助の工程を棚卸し、基準・手順・
ルールを詳細に書き出す

⚫ 装置を活用した入浴手順書に作り直す



手順５ 改善活動を振り返る（プロセスの振り返り・職員から出た声）

手順１～４のプロセスで

■うまくいったこと・工夫したこと

⚫2階は徐々に形となり、入浴業務自体は良い方向へすすんでいる

⚫ピュアットを適切に使用し、洗身介助の負担軽減と時間短縮ができた

⚫利用者のADLに合わせて個浴が出来るようになった

⚫入浴業務の各工程から、一番課題と感じている工程をさらに細かく棚卸ししたことで、少ない人数でも
一連の介助ができるようになってきた

■うまくいかなかったこと・苦労したこと

⚫3階は試行錯誤しながらの状態

⚫入浴業務自体は良い方向へすすんでいるが、その前のオムツ交換や食事介助の時間がおすことで、速
やかに入浴業務に移れないことが多い

⚫職員全体の介助技術が向上することで、もっと業務の効率化、負担軽減が図れるとおもう
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チーム内での反省を元に、次なる実行計画を作成する

・ うまくいったことは次の課題へ

・ うまくいかなかったことは、原因をみんなで対話して実行計画を改めて見直す

手順6 実行計画を練り直す

■ ２回目の入浴業務の改善取組終了後の今後の方向性

⚫入浴業務をさらに効率的にするために、業務全体をとおして整理する

⚫職員の介助技術向上に向けたOJTの仕組みを検討する

⚫業務工程のどこにテクノロジーを導入するとよいのかについて継続して検討、計画する
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（取組のながれ） （実施内容）

・改善取組チームの再編成

・チームメンバーの役割明確化

・現状把握アンケート、ヒヤリング（気づきシート）

・アンケートやヒヤリング結果に基づき対話

・実施テーマ、内容などの絞り込み・決定

改善活動の
準備

現場の課題を
見える化

実行計画を
立てる

改善活動に
取り組む

改善活動を
振り返る

実行計画を
練りなおす

手順
１

手順
６

手順
５

手順
４

手順
３

手順
２

P

D

C

A

・改善活動の段階的実施
・(入浴業務前の)食事・排泄業務工程の棚卸し
・テクノロジー活用の検討

・効果検証
・ミーティング実施（良かった点、今後改善する点）

・実行計画の見直し（うまくいかなかった点について）

４．令和5年度 10月～令和6年1月の取組（全体像）
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入浴業務の改善（３回目）



手順１ 改善活動の準備
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⚫ プロジェクトチーム再編成 現場職員・マネジメント層・経営層

⚫ 役割の明確化

４．各手順ごとに行ったこと（具体的）

役職・職種 役 割

経営層 ・統括

マネジメント層 ・進捗管理・現場マネジメント・実行計画および議事録作成
・各リスク検討

取組リーダー ・運用ルール担当・調査担当

現場リーダー ・OJT担当（技術評価、手順書管理）

・他活動サポート
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手順２ 課題の見える化
■現状の食事・排泄介助についての課題感（職員の声）

⚫食事、排泄介助のマニュアル・手順書はあるが、基準・ルール・
役割が具体化されていない、また実情に応じて更新されていな
い

⚫食事介助、排泄介助中に職員が分散する

⚫職員の動きや技術のムラがある

⚫食事介助・排泄介助中のｺｰﾙが頻回、焦りや転倒への不安が
ある

⚫その場にいない職員へのリアルタイムな情報共有ができていない

⚫その結果、「業務に対する焦り」「職員の身体的精神的負担」
「次の業務が遅れる」といった悪影響を引き起こしている



15

手順３ 実行計画をたてる

■目指すこと

今よりも、もっと入浴業務を効率よくするため、その前後の業務(食事・排泄業務)についても
改善活動を行い、職員の身体的・精神的負担を軽減し、働く意欲の向上にもつなげる

■取組テーマ

① 業務全体の流れの再構築とテクノロジーの活用

② 手順書作成（食事・排泄）

③ OJTの仕組みづくり

④ 記録・報告様式の工夫

⑤ 情報共有の工夫
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手順４ 改善活動に取り組む ① 業務全体の流れの再構築とテクノロジーの活用

■食事・排泄業務の状況を確認

■テクノロジーを活用したアセスメント
⚫個別のアセスメント（ADL・リスク評価）に
基づいた環境設定と介助方法

⚫ムリ・ムダ・ムリをなくす導線、居室の検討

⚫いつ、だれが、何を、どのように行うのかを、
タイムスケジュールに見える化し、勤務ごと
の役割を明確化

⚫各業務工程の基準・ルール・役割は、手順
書に反映

■タイムスケジュールの修正
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手順書とタイムスケジュールは日々実践
職員からの気づきは、ホワイトボードで見える化
するとともに、通信アプリを活用し、リアルタイムで
情報共有を行う

■既存の手順書を修正

手順４ 改善活動に取り組む ②手順書の作成
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手順４ 改善活動に取り組む ③OJTの仕組みづくり

■技術評価の実施

手順書と連動した評価シートを作成
OJT担当者による技術評価を実施

業務中評価を行っている場面
終了後、結果をフィードバック



手順５ 改善活動を振り返る（取組成果※実施後アンケート）
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食事介助の改善をとおして感じたこと

⚫食事介助中のコール、センサー対応の回数は変化がなかった。

⚫しかし、介助時間が短縮し、次の業務の遅れが減った。また、業務への焦りや転倒への不安が軽減した。



手順５ 改善活動を振り返る（取組成果※実施後アンケート）
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食事介助の手順書を作成して感じたこと

⚫役割や介助方法がわかりやすくなった

⚫今後も活用していきたい、という意見が半数以上あった



手順５ 改善活動を振り返る（取組成果※実施後アンケート）
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排泄介助の改善をとおして感じたこと
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手順５ 改善活動を振り返る（取組成果※実施後アンケート）

排泄支援機器を活用した感想
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手順５ 改善活動を振り返る（プロセスの振り返り）

手順1～４のプロセスで

■うまくいったこと、工夫したこと

⚫通信アプリやホワイトボードを活用し情報共有がスムーズに行えた

⚫リーダー以外の職員が中心で対話をすすめることで、より自分たちの改善活動として捉えることができた

⚫現状の排泄介助の課題に合ったテクノロジーの導入、活用を展開することができた

■うまくいかなかったこと・苦労したこと

⚫活動目的についての理解不足から、取組期間中に、前のやり方や自己流で行う職員もおり、都度目
的を説明するする必要があった

⚫手順書の更新は行ったが、まだ現場で活用しきれているとはいえない



⚫ チーム内での反省を元に、次なる実行計画を作成する

・ うまくいったことは次の課題へ

・ うまくいかなかったことは、原因をみんなで対話して実行計画を改めて見直しさらに展開させる
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手順６ 実行計画を練り直す

■令和５年度の取組終了後の今後の方向性

⚫食事～排泄～入浴業務の工程について、改善活動を継続し、いまより現状を良くする

⚫今回行った排泄介助の工程整理によって、アセスメントや既存のパット・介助方法の検討、排泄支援機器の活用
により、現場の課題を解決できることが明確となったので、排泄業務の更なる改善に向けて計画し取り組む

⚫見守り支援システムの効果検証し、さらなる展開に向けて計画し取り組む ※広島県介護ロボット補助金制度

⚫介護物品の適正かつ効率的な管理 ※ 近畿大学技術指導

⚫業務工程をさらに細分化し、職員間の適切な役割分担を行う ※介護助手配置

【目指す姿】 介護現場の生産性向上が図られている

職員が自分たちの業務課題を自分たちで解決できている

５．まとめ



業務改善による行事や余暇活動の充実

行事

クラブ活動

クリスマス会 運動会 夏祭り 雛茶会

傾聴生け花

個別ケア

〇〇がしたい！を実現



ご清聴ありがとうごいました。

社会医療法人社団陽正会

介護医療院みのり
広島県府中市元町43番地1

Ｔｅｌ 0847-45-4571
Fax  0847-40-0017

Mail  minori@youseikai-grp.jp

https://www.youseikai-grp.jp/kh/
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